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校長 野添 誠

日増しに秋も深まってまいりました。３年生にとっては，いよいよ中学卒業後の進路先を決定

していく正念場を迎えます。

この時期，３年生は，教師(担任等)や高校，保護者から進路・進学に関するありとあらゆる情報

をインプットされ，最終的に自分で中学卒業後の進路先を決定しなければならず，思い悩んでいる

生徒も少なくありません。

さて，中学３年生は，残りわずかで「卒業」，いわゆる「義務教育」が修了します。それは，「保

護者が子どもに教育を受けさせる義務」が終わることを意味し，子は親から自立し，親は子離れを

していく時期でもあります。また，中２～高１の多感な時期は思春期ともよばれ，生徒は，「反抗」

という形をとって，無意識のうちに自立しようと藻掻きます。ただ，それは自然なことなのです。
も が

それでは，この時期に，生徒は，どんな生き方をすれば自立できるのか，生徒の立場から考えて

みましょう。前にＳＣ(スクール・カウンセラー)の先生から「自立」というテーマで講話を聞く機会がありま

した。その講話は，自立とは，①「自分を知ること」そして②「自分で自分を幸せにすること」で

あるという内容で，とても興味深いものでしたので，紹介します。

①「自分を知る」には，自分を冷静に見られる「もうひとりの自分」を出現させなければなりま

せん。自分のよさや課題が分かり，自分が要求したいことをきちんと説明できる自分です。

この行動を心理学では，「メタ認知」と呼んでいます。このような行動ができるようになると，

自分を客観的に見られるようになり，親も「一人の人間」として見ることがことができるようにな

ります。 親との距離を自分でとれるのは「自立」している証です。

②「自分で自分を幸せにする」とは「自分で選択していく」生き方のことであり，そのことでた

とえ失敗したとしても，少なくとも不幸にはなりません。また，失敗の原因を他(親，学校，世の

中)のせいにしなくなります。自分で決めたことの責任をとれることが「自立」の根幹です。

曹洞宗のお寺の住職をされていた藤本幸邦先生は，「自分が幸せになることで，世の中全体が幸

せになる生き方をしなさい。」と，「利」と「義」が一致した生き方を教えています。

住職は，「人間は”４つの世界”を大事にして生きなければいけない。一つめは自分，二つめは

自分の家族，三つめは自分の会社(学校)や仕事，４つめは社会です。この一つ一つを団子にたとえ，

４つの団子のど真ん中を，串団子の串が貫き通すような生き方をしな

さい」と説いています。

一方で，親の方も，子どもの自立のためには，子どもとの距離やバ

ランスをとりながら，関わることが必要だと考えます。

思春期に，成長の発達を踏まえた自立ができていれば，「進路先の

自己決定」もスムーズにいくのですが，それには，かなりのエネルギ

ーと時間が必要であることは，保護者の皆様も経験済みでしょう。

本校では，「生徒の自立」について，今後，道徳，キャリア教育，

特別支援教育，教育相談などで横断的に取り組み，学校と家庭の双方

で，生徒を支援していきたいと考えています。
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□川薩地区中学校総体駅伝競走大会(R3.9.30)

【男子】 第２位 記録：１時間１０分１８秒 【女子】 第１位 記録：４６分４９秒

【区間賞】●●：１区(4km)13分11秒 ●● ●●：５区(3km)：11分24秒

※男女ともに，11月11日に開催される県駅伝競走大会（指宿市）に出場できます。

□川薩地区中学校新人総体(R3.10.12～15)

【団体優勝（９）】

・野球 ・男子卓球 ・男子ﾊﾞﾚｰ ・男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ ・女子ﾊﾞﾚｰ ・女子剣道Ｂ

・女子ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・男子卓球(１年の部) ・女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ(Ｂパート)

【団体準優勝（６）】

・ｻｯｶｰ・女子卓球・女子剣道Ａ・女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ・男子ｿﾌﾄﾃﾆｽ(１年部)・女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ(１年部)

【個人優勝（３人）】 ※個人情報保護のため個人名は省略しています。

・柔道 男子個人50kg:●● ●●（２年） ・女子剣道：●● ●●（２年）

・女子ソフトテニス：●● ●●，●● ●●ペア（１年）

□県図画作品展：特別賞(市長会会長賞) 「音を奏でて」 ●● ●●（３年）

□ＪＡ共済作品コンクール：特別賞(県教育委員会賞) ●● ●●（２年）

□第14回南日本ジュニア美展 ： 入選 ●● ●●（２年），●● ●●（３年）

□町理科作品〔研究記録の部〕審査会 「特選」受賞者 ★の作品は県審査へ出品

１年･･･●● ●●，★●● ●●，●● ●●，●● ●●，●● ●●，●● ●●

２年･･･●● ●●，●● ●●，●● ●●，★●● ●●，●●

□町作文コンクール審査会 「特選」受賞者 ★の作品は県審査へ出品

１年･･･★●● ●●，●● ●●，●● ●●

２年･･･●● ●●，★●● ●●，●● ●●

３年･･･●●，★●● ●●，●● ●●

□町平和作文コンクール審査会 「優秀賞」 ３年･･･●● ●●

■□保護者へのお願い□■
本校では，保護者が車を使って生徒の送迎

をする場合，マツヤパチンコの駐車場での降

１０月１日は「学校安全の日」でした。 車・乗車という取決め(許可車を除く)が，地

全校朝会で，学校長が「学校安全と生命尊 域住民との間でできています。

重」に対する講話をし，その後の１時間目 しかしながら，最近，学校の正門付近で生

には「登下校の安全」をテーマに，各学級 徒を乗り降りさせる保護者がおり，地域住民

において特設授業を実施しました。 から「危ない」といった苦情が寄せられてい

また，授業の後半には，各生徒に，安全 ます。生徒や地域住民の安全確保のために，

のためのキャッチコピーを作成してもらい 取決を遵守してくださるようお願いします。

ましたので，随時に活用していきます。

２日(火) 合唱コンクール

４日(木) ３年実力テスト(～５日)

10日(水) 芸術鑑賞会，宮中アクションデー

13日(土) 土曜授業日，生徒総会

17日(水) 期末テスト(～１９日)


